
平成１９年度の経済産業省の平成１９年度の経済産業省の
チャレンジ・再チャレンジ関連施策要求チャレンジ・再チャレンジ関連施策要求

１．女性の起業支援１．女性の起業支援
・・・①起業における知識・ノウハウ修得の機会の提供・・・①起業における知識・ノウハウ修得の機会の提供

②起業における金融支援②起業における金融支援

２．両立支援２．両立支援
・・・①企業向けの両立支援・・・①企業向けの両立支援
②地域に根差した両立支援②地域に根差した両立支援
③経営者等への意識改革の推進③経営者等への意識改革の推進
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【女性の起業支援】

平成１９年度要求額 １６．１億円
平成１８年度予算額 １６．１億円

全国の都道府県商工会連合会、商工会、商工会議所において、次の施策を支援。全国の都道府県商工会連合会、商工会、商工会議所において、次の施策を支援。

起業における知識・ノウハウの習得の機会提供起業における知識・ノウハウの習得の機会提供
（創業人材育成事業（創業塾等））（創業人材育成事業（創業塾等））

創業塾

対象： 創業に向けて具体的なアクションを起こそうとする者

内容： 経営戦略（ビジネスプラン）の完成、創業に必要な実践能力の習得を支援する

ために、 ３０時間程度の短期集中研修を開催。

経営革新塾

対象： 新事業展開を目指す事業者、若手後継者

内容： 経営戦略、組織マネジメント等の知識・ノウハウを習得できるようにす
るため、新たに「経営革新塾」を開催。

女性創業に女性創業に

限定した塾も開催限定した塾も開催
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●社会問題解決をビジネスにする
－女性のライフステージを応援する－
●教育コンサルタントが見た接客の極意
●「ビジネス発想力を磨き、起業を成功させる

１日目 ●失敗しない創業のために
●１億３,７００万円の借金を跳ね返した力をバネに起業
－争議業界の人材派遣サービス
●こだわりビジネスを考える
－「無添加めんたいこ」造りに賭ける

２日目 ●新規創業のための融資について
－資金調達のコツとポイント
●「転ばぬ先」の杖生かせ
－夫の障害がきっかけで開店－
●新会社法を上手に活用し、起業する方法

３日目

４日目 ●市場を「斜め読みする」ノウハウ
●キャリアを活かして創業するノウハウ
－商社勤務経験を活かし輸入雑貨を売る
●起業、お金、税金について考える
－事業主に求められる金銭感覚とは－

５日目 ＜模擬演習＋起業相談＞
●上手にビジネスプランを立てるために
●模擬ビジネスプラン作成（グループ演習・発表）
・事業の方向性・コンセプトの確認
・事業内容の具体化
・事業課題と克服方法、事業の実施方法
・タイムスケジュール
・利益計画／販売計画／資金運用計画作成
●併行して「個人別起業相談」も実施

女性向け創業塾の例女性向け創業塾の例 【女性の起業支援】
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中小企業金融公庫や国民金融公庫による次の融資制度を実施。中小企業金融公庫や国民金融公庫による次の融資制度を実施。

新創業融資制度 平成１９年度 財投（平成１８年度 財投）

対象：一定の条件（事業開始２年未満等）を満たす創業者

内 容 ： 開業及び開業後に必要となる設備資金及び運転資金に対して低利融資を実施。
○国民公庫・沖縄公庫
【貸付限度額】 ７５０万円（開業資金総額の１／２以上の自己資金が必要）
【貸付利率】 基準利率＋１．２％
【貸付期間 】 運転資金５年以内・設備資金７年以内（共に据置措置６ヶ月以内）
なお、貸付は、審査の上、無担保・無保証（法人代表者の保証も不要。）が受けられる。

内 容 ： 設備資金や長期運転資金等に対して低利融資を実施。
①中小公庫
【貸付限度額】直接貸付：７．２億円以内（うち、長期運転資金：２．５億円以内）
【貸付利率】 設備資金：特利１（一定の要件を満たす場合には特利２又は特利３の適用あり）、運転資金：基準金利
【貸付期間】 設備資金１５年以内（据置措置２年以内） 、運転資金７年以内（据置措置１年以内）
※中小公庫には、直接貸付で一定要件を満たす場合、担保徴求の免除が受けられる特例制度あり。
②国民公庫
【貸付限度額】直接貸付：７．２千万円以内（うち、運転資金：４．８千万円以内）
【貸付利率】 設備資金：特利１ （一定の要件を満たす場合には特利２又は特利３の適用あり）、運転資金：基準金利

対象：女性、若年者（３０歳未満）又は高齢者（５５歳以上）であって新規開業して概ね５年以内の起業家

起業に関する金融支援起業に関する金融支援
【女性の起業支援】

平成１９年度 財投（平成１８年度 財投）起業・再挑戦支援資金（うち、女性、若者／シニア起業家支援関連）
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